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フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
機
関
現
地
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
そ
の
一
）

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
機
関
の
概
観

望　

月　

ゆ　

か

　

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
学
士
過
程
の
現
状
に
つ
い
て
文
科
省
か
ら
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
二
〇
〇
六
年
三
月

上
旬
に
大
学
や
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
１
）
、
省
庁
な
ど
一
四
の
関
係
機
関
の
担
当
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
も
偶
然
だ
が
、
調
査

の
数
日
後
に
は
、
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
内
閣
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
に
反
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
多
く
の
大
学
で
デ
モ
の
波
が
広

が
り
は
じ
め
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
一
九
六
八
年
五
月
の
学
生
運
動
を
彷
彿
と
さ
せ
る
歴
史
的
場
面
に
立
ち
合
う
こ
と

も
で
き
た
。
調
査
の
時
期
が
数
日
ず
れ
て
い
た
ら
、
大
学
は
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
取
り
消
し
に
な
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
高
等
教
育
改
革
（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
と
も
呼
ば
れ

る
）
が
進
行
し
て
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
事
情
に
つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
の
証
言
を
も
と
に
最
新
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
調
査
の
本
来
の
主
題
は
学
士
課
程
だ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
で
は
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
な

ど
学
士
課
程
か
ら
修
士
課
程
に
ま
た
が
る
教
育
機
関
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
課
程
を
主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
結
果
的
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に
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
か
な
り
広
範
囲
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
教
育
論
は
筆
者
の
専
門
と
す
る
領
域
で
は
な
い
が
、

調
査
の
公
式
報
告
書
で
は
形
式
の
制
約
上
書
き
尽
く
せ
な
い
点
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
稿
を
新
た
に
し
て
調
査
結
果
の
全
容
を
記
録

し
て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
た
。
こ
の
分
野
に
は
素
人
で
あ
る
た
め
、
誤
解
な
ど
が
あ
る
場
合
は
専
門
家
の
方
々
の

ご
批
判
・
ご
叱
責
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
稿
は
三
部
構
成
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
の
見
取
り
図
を
、
第
二
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ

ロ
セ
ス
を
、
第
三
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
に
お
け
る
質
保
証
の
試
み
を
扱
う
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
用
語
で
は
略
号
が
非
常
に

多
い
の
で
、
本
文
の
最
後
に
一
覧
表
を
付
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
機
関
の
概
観

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ラ
テ
ン
諸
国
と
ド
イ
ツ
に
共
通
の
「
教
育
は
無
償
で
万
人
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
と
、
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
に
象
徴
さ
れ
る
選
抜
エ
リ
ー
ト
主
義
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
に
由
来
す
る
二
つ
の
考
え
方
は
、
高
等
教

育
人
口
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
は
矛
盾
を
呈
さ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
職
業
・
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
が
創
設
さ
れ
、
高
等
教
育
人
口
が
急

増
し
は
じ
め
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
事
情
は
大
き
く
変
化
し
た
（
２
）
。
予
想
外
の
出
生
率
増
加
と
い
う
要
素
も
加
わ
り
（
３
）
、
無
選
抜
の
原

則
に
立
つ
大
学
は
、
深
刻
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
不
足
や
学
生
の
学
力
低
下
に
悩
む
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
、
高
額
の

─
─
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
れ
ば
安
い
─
─
授
業
料
を
徴
収
し
、
選
抜
制
・
少
人
数
制
の
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
を
提
供
し
つ
づ
け
て
い

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に
複
雑
な
の
だ
が
、
ご
く
大
雑
把
に
は
、
民
主
主
義
の
大
学
と
エ
リ
ー

ト
主
義
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
の
対
立
と
し
て
─
─
た
と
え
そ
れ
が
「
神
話
」
的
要
素
を
含
む
に
せ
よ
─
─
捉
え
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
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高
等
教
育
の
大
衆
化
は
、
大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
格
差
の
広
が
り
を
生
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
学
位
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
価
値
の
相
対
的
低
下
に
よ
り
、
若
年
層
の
突
出
し
た
失
業
率
と
い
う
負
の
結
果
を
も
招
い
た
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
高

等
教
育
の
膠
着
状
況
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
外
国
人
留
学
生
の
減
少
に
よ
っ
て
も
象
徴
さ
れ
た
。
パ

ス
ク
ワ
法
（
一
九
八
六
年
）
の
影
響
に
よ
り
旧
植
民
地
出
身
者
の
留
学
生
数
が
制
限
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
な
他
国
の
留
学
生

を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
北
米
留
学
圏
に
対
抗
す
る
だ
け
の
魅
力
や
わ
か
り
や
す
さ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等

教
育
制
度
に
欠
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
発
足
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
は
、 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
高
等
教

育
大
衆
化
問
題
に
悩
む
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
４
）
」
の
国
々
が
協
力
し
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
匹
敵
す
る
「
欧
州
高
等
教
育
圏
」
を
二
〇
一
〇
年
ま

で
に
創
設
し
よ
う
と
す
る
高
等
教
育
改
革
の
試
み
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
な
国
内
問
題
に
悩
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ

ロ
セ
ス
の
推
進
役
を
積
極
的
に
買
っ
て
で
た
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
（
Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
）
に
よ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
変
革
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
以
下
は
そ
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の
報
告
で
あ
る
。
ア
ン
チ
Ｃ
Ｐ

Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
デ
モ
が
大
学
を
中
心
に
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
「
就
職
率
」
で
触
れ
ら
れ
る
。

　

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
教
育
省
［
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
（
国
際
交
流
・
協
力
局
）］、
教
育
省
［
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
（
科
学
・
技
術
・
教
育
視
察

課
）］、
外
務
省
［
国
際
協
力
開
発
総
事
務
局
］、
エ
デ
ュ
フ
ラ
ン
ス
（
フ
ラ
ン
ス
政
府
留
学
局
）、C

N
É

（
国
立
評
価
委
員
会
）、
Ｃ
Ｐ
Ｕ

（
国
立
大
学
学
長
協
議
会
）、
Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）、
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
術
学
位
委
員
会
）、
パ
リ
第
一
大
学
、
パ
リ
第
二
大
学
、

パ
リ
第
四
大
学
、
パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
、
イ
ナ
ル
コ
（
ラ
ン
グ
ゾ
ー
）、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
大
学
で
あ
る
。
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第
一
節　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
教
育
の
原
則

　

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
モ
ッ
ト
ー
は
自
由
・
平
等
・
博
愛
で
あ
る
が
、
今
回
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
の
調
査
で
よ
く
耳
に
し
た
の
は
自
由

と
平
等
の
原
則
で
あ
る
。

　

自
由
の
原
則
は
、
第
一
に
高
等
教
育
機
関
の
評
価
機
関
に
対
す
る
自
主
性
と
い
う
面
に
、
第
二
に
大
学
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
は
市
場
原
理
に

従
属
し
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
（
教
育
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
）
と
い

う
信
念
に
現
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
は
と
く
に
大

学
授
業
料
が
高
価
な
イ
ギ
リ
ス
と
の
違
い
を
強
調
す
る
（
第
三
部
参

照
）。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
制
に
お
け
る
教
育
の
中
央
集
権
的

性
格
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
早
く
大
学

全
体
が
Ｌ
Ｍ
Ｄ
制
に
移
行
で
き
た
の
は
こ
の
強
力
な
中
央
集
権
的
指

導
力
に
由
来
す
る
。

　

高
等
教
育
に
お
け
る
平
等
の
原
則
は
二
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
ま

ず
第
一
に
、
教
育
の
同
質
性
の
保
証
で
あ
る
。
国
家
学
位
は
ど
の
大

学
で
授
与
さ
れ
た
も
の
で
も
価
値
が
等
し
く
、
大
学
名
に
よ
る
差
が

な
い
、
と
い
う
の
が
建
前
で
あ
る
。
大
学
の
ラ
ン
キ
ン
グ
付
け
も
存

在
し
な
い
し
、
そ
も
そ
も
存
在
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
と
類
似
し
た
大
学
制
度
を
も
っ
て
い
た
が
、

（新旧学位制度の比較）
en France (Hors Santé)» を参照にして作成》
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現
在
は
エ
リ
ー
ト
大
学
選
出
と
い
う
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
う

し
た
方
向
に
フ
ラ
ン
ス
が
方
向
転
換
す
る
と
い
う
事
態
は
ま
ず
あ
り

え
な
い
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
教
育
の
機
会
あ
る
い
は
立
身
出
世
の
機
会
が
平
等
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
機
会
均
等
の
原
則
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

二
つ
の
帰
結
が
生
じ
る
。
第
一
に
、
義
務
教
育
（
六
歳
〜
一
六
歳
）

だ
け
で
な
く
大
学
教
育
も
無
償
で
国
が
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

原
則
、
第
二
に
、
大
学
入
学
時
の
無
選
抜
の
原
則
─
─
バ
カ
ロ
レ
ア

取
得
者
は
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
な
い
限
り
ど
の
大
学
に
も

入
学
可
能
─
─
で
あ
る
。
前
者
か
ら
は
さ
ら
に
、
高
等
教
育
、
生
涯

教
育
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
教
育
）
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
と
の
認
識

も
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
こ
の
権
利
を
享
受
し
き
れ
ず
に
落

ち
こ
ぼ
れ
る
学
生
も
多
く
、
そ
の
数
の
多
さ
（
と
く
に
移
民
出
身

層
）
は
初
等
・
中
等
教
育
の
レ
ベ
ル
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
節　

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
の
学
位
制
度

　

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
の
学
位
制
度
は
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
制
度
へ
の
国
レ
ベ

図１　フランスの高等教育過程
CTI（技師学位委員会）提供資料《Schèma des études supérieures
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ル
で
の
移
行
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
三
年
に
大
編
成
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
影
響
は
（
国
立
）
大
学

だ
け
で
は
な
く
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
る
（
図
１
参
照
）。

　

一
．
学
位
の
種
類

　

Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
の
学
位diplôm

e

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
共
通
）
学

位
・
国
家
学
位
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
以
下
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
（
図
２
参
照
）。

　

⑴　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
共
通
）
学
位
（
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
加
盟
国
［
現
四
五
ヶ
国
］
で

通
用
す
る
学
位
）
を
兼
ね
る
国
家
学
位diplôm

e national

、
通
称
《grade

》
─
─

B
accalauréat

（
バ
カ
ロ
レ
ア
─
大
学
入
学
資
格
─
）、L

icence

（
学
士
号 bac+

3 （
５
）
）、

M
aster

（
修
士
号 bac+

5

）、D
octorat

（
博
士
号 bac+

8

）
が
代
表
的
だ
が
、
そ
の
他
、

L
icence professionnelle

（
職
業
学
位 bac+

3　

一
年
コ
ー
ス
でL

icence

三
年
目
に
相
当
）、

M
aster R

echerche

（
研
究
修
士
。
本M

aster

二
年
次
は
旧
学
位
の
Ｄ
Ｅ
Ａ
に
相
当
）、

M
aster P

rofessionnel

（
職
業
修
士
。
本M

aster

二
年
次
は
旧
学
位
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
相
当
し
、

博
士
課
程
に
は
進
め
な
い
）
も
す
べ
て
《grade

》
で
あ
る
。
元
来
は
大
学
の
学
位
で
あ
る
が
、

Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
以
来
国
際
的
認
知
度
の
向
上
の
た
め
に
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
もM

aster

（
修

士
）
を
授
与
す
る
権
利
が
国
家
か
ら
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
ち
ら
に
は
基
本
的
に

M
aster

二
種
類
の
区
別
は
な
い
。

　

⑵　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
位
と
は
認
め
ら
れ
な
い
国
家
学
位
─
─
旧
制
度
の
国
家
学
位
で
、
Ｄ
Ｅ

ヨーロッパ学位 国家学位 種類

1 ○ ○
Baccalauréat 及び

Licence, Master, Doctorat（ＬＭＤ制度）

2 × ○ DEUG, Maîtrise（旧制度）

3a × × DU（大学学位）

3b × ×
CTI 認証の技術学位、グランゼコール登録商

標の専門系修士号 MS, MBA など

図２　フランス高等教育機関の学位
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Ｕ
Ｇ
（
大
学
一
般
教
育
免
状 bac+

2

）、M
aîtrise

（
旧
修
士 bac+

4

）
な
ど
が
あ
る
。　

　

⑶　

非
国
家
学
位
─
─
大
別
し
て
二
種
類
あ
る
。
ま
ず
、（
国
立
）
大
学
が
独
自
に
授
与
す
る
Ｄ
Ｕ 

（
大
学
学
位
）
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
同
じ
大
学
が
授
与
す
る
国
家
学
位
よ
り
レ
ベ
ル
が
低
い
。
次
に
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
な
ど
大
学
（
大
学
系
学
校
を
含
む
）
以
外
の
高
等

教
育
機
関
が
個
別
に
授
与
す
る
学
位
が
あ
る
（
６
）
。
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
師
学
位
協
会
）
が
認
証
す
るD

iplôm
e d'ingénieur

（
技
師
学
位 bac+

5

）、

Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）
の
登
録
商
標
で
あ
る
理
系
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
Ｍ
Ｓ
（M

astère spécialisé

専
門
職
系
修
士
号

bac+
6

）、
Ｍ
Ｂ
Ａ
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
産
業
界
で
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
新
課
程
と
旧
課
程
の
修
士
号
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
登
録
商
標
の
修
士
号
を
区
別
す
る
た
め
に
、
煩
瑣
で
は
あ
る
が
フ

ラ
ン
ス
語
表
記
（
そ
れ
ぞ
れM

aster

、M
aîtrise

、M
astère

）
も
併
用
す
る
。

 

二
．
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
単
位
制
度
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
位
互
換
制
度
）
と
の
関
係

　

現
在
、
上
記
の
す
べ
て
の
学
位
は
、 「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
位grade

」
で
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
単
位
制
度
（
一
セ
メ
ス
タ
ー
、

三
〇
単
位
）
に
の
っ
と
っ
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
現
在
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
で
は
多
く
の
学
習
量
を
確

保
す
る
た
め
に
、
一
セ
メ
ス
タ
ー
三
〇
単
位
の
画
一
的
適
用
へ
の
抵
抗
も
見
ら
れ
る
（
７
）
。
国
家
学
位
のM

aster

（
修
士
）
取
得
コ
ー
ス
で

は
も
ち
ろ
ん
無
理
だ
が
、
非
国
家
学
位
の
独
自
コ
ー
ス
で
三
〇
を
超
え
る
必
修
単
位
数
を
設
け
る
の
が
そ
の
一
方
策
で
あ
る
（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

単
位
制
度
の
具
体
的
説
明
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
を
参
照
）。
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第
三
節　

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
機
関
の
種
類

　

フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
機
関
は
、
こ
の
国
の
歴
史
を
反
映
し
た
非
常
に
複
雑
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
施
設
と
し
て
は
、
大
学
の
み
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
そ
の
多
く
が
超
エ
リ

ー
ト
校
）、
高
等
専
門
学
校
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
海
外
に
対
す
る
説
明
と
し
て
は
、
大
学
／
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
の
対
立
に
と
ど
め
る
こ
と
が
多
い
。
大
学
内
部
に
は
さ
ら
に
、
専
門
職
養
成
を
目
的
と
し
て
独

立
し
た
教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
高
等
教
育
機
関
の
見
取
り
図
は
さ
な
が
ら
迷
宮
の

観
を
呈
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
だ
け
で
な
く
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
も
複
雑
、
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ

る
。

一
．
高
等
教
育
機
関
の
地
理
的
分
布

　

学
士
レ
ベ
ル
で
は
大
き
な
地
域
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
博
士
課
程
に
お
い
て
は
、
顕
著
な
パ
リ
集
中
が

み
ら
れ
る
。

二
．
高
等
教
育
施
設
の
種
類
と
選
抜
の
有
無

　

フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
施
設
は
次
の
四
種
類
に
大
別
さ
れ
る
（
図
３
参
照
）。

　

⑴　

大
学U

niversités

─
─
主
に
国
立

　

⑵　

大
教
育
機
関G

rands établissem
ents 

高等教育機関の種類 数 国立 私立 選抜

1 大学 Universités 89 校 ○（82 校） ○（７校） 無

2 大教育機関 Grands établissements ５校 ○ × 有／無

3 グランゼコール Grandes Écoles 300 校位 ○ ○ 有

4 高等専門学校 Écoles spécialisées ？ ○ ○ 有

図３　フランスの高等教育機関の種類
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⑶　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
大
学
校
）G

randes É
coles

─
─
私
立
・
国
立 

　

⑷　

高
等
専
門
学
校É

coles spécialisées

（
美
術
、
料
理
、
看
護
、
福
祉
な
ど
）─
─
私
立
・
国
立 

　

大
学
は
無
選
抜
で
あ
る
が
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
超
過
の
場
合
に
は
定
員
制
を
設
け
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
は
バ
カ
ロ
レ
ア

の
成
績
に
よ
っ
て
選
抜
を
行
う
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
入
学
に
あ
た
っ
て
の
バ
カ
ロ
レ
ア
の
も
つ
価
値
は
「
大
学
へ
の
パ
ス
ポ

ー
ト
」
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
優
劣
は
問
題
に
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
学
が
無
選
抜
な
の
は
、L

icence

（
学
士
）
課
程

の
み
で
、M

aster

（
修
士
）
課
程
に
つ
い
て
は
現
在
移
行
時
期
に
あ
り
、
旧
学
位
制
度
に
の
っ
と
っ
て
《M

aster  2

》
年
（
Ｍ
２　

旧

課
程
Ｄ
Ｅ
Ａ
／
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
の
入
り
口
で
選
抜
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、《M

aster 1

》
の
段
階
で
無
選
抜
で
全
員
が
入
学
を
許

可
さ
れ
、
一
年
後
に
、
一
部
の
学
生
に
退
学
が
勧
告
さ
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
事
態
を
招
い
て
い
る
。
教
育
省
は
最
近
、《M

aster 1

》
年

（
Ｍ
１
）
の
入
り
口
で
の
選
抜
を
実
施
す
る
決
定
を
出
し
た
。
ま
た
、
大
学
内
独
立
教
育
機
関
（
本
節
の
三
参
照
）
で
は
、
そ
の
レ
ベ
ル

を
問
わ
ず
（
短
大
レ
ベ
ル
か
ら
修
士
レ
ベ
ル
ま
で
）、
入
学
時
に
選
抜
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
区
別
が
必
要
で
あ
る
。　

　

大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
中
間
に
大
教
育
機
関G

rands établissem
ents

と
呼
ば
れ
る
五
校
が
存
在
す
る
。
大
学
よ
り
も
国
の
縛

り
が
弱
く
、
成
績
に
よ
る
選
抜
を
行
う
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
大
教
育
機
関
の
う
ち
四
校
は
技
術
大
学U

niversités de technologie

と
い
う
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。
Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
以
前
は
五
年
間
の
技
師
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
し
か
も
た
な
か
っ
た
工
学
系
大
学
院

で
あ
る
。 

　
〈
事
例
一
〉
パ
リ
第
二
大
学
─
定
員
制
、
無
選
抜

　

パ
リ
第
二
大
学
は
各
コ
ー
ス
に
定
員
を
設
け
て
お
り
、
現
在
は
、
入
学
希
望
者
の
殺
到
す
る
他
の
大
学
と
同
様
に
、R

A
V

E
L

と

呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
抽
選
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
以
前
は
先
着
順
で
、
徹
夜
組
が
出
て
い
た
。R

A
V

E
L

で
は
学



32

武蔵大学人文学会雑誌　第 38 巻第 1 号

生
は
第
三
希
望
ま
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
の
居
住
地
域
に
よ
っ
て
登
録
時
期
が
異
な
り
、
基
本
的
に
大
学
近
郊
の
学
生

の
優
先
順
位
が
高
い
。
パ
リ
第
二
大
学
は
パ
リ
大
学
区
に
属
し
て
お
り
、
ま
ず
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
周
辺
地
方
）
の
学
生

の
登
録
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
さ
ら
に
大
学
へ
の
近
さ
に
よ
っ
て
高
校
ご
と
の
受
け
入
れ
人
数
を
決
め
て
い
る
。R

A
V

E
L

に
よ
る
選
抜
で
は
、
バ
カ
ロ
レ
ア
の
成
績
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
な
い
の
で
、
成
績
の
劣
る
友
人
が
入
学
許
可
を
得
た
の
に
自
分
は

だ
め
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

　
〈
事
例
二
〉
イ
ナ
ル
コ
（
国
立
東
洋
言
語
・
文
明
学
院
［
通
称
ラ
ン
グ
ゾ
ー
］）（
大
教
育
機
関
）─
定
員
制
無
、
一
部
で
選
抜
制

　

人
数
の
多
い
日
本
語
学
科
で
は
、
入
学
希
望
者
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
人
数
に
対
し
て
、
最
近
、
選
抜
（
書
類
審
査
）
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
早
い
時
期
に
願
書
を
求
め
に
来
る
学
生
は
選
抜
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
こ
の
一
部
選
抜
制
に
よ
り
、
新
学
期

の
時
点
で
の
学
生
総
数
を
減
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
、
教
室
不
足
に
悩
む
学
生
・
教
員
両
者
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　
〈
事
例
三
〉
パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
（
大
教
育
機
関
）─
定
員
制
、
選
抜

　

パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
（
経
済
、
法
学
、
人
文
社
会
）
で
は
、
バ
カ
ロ
レ
ア
の
平
均
点
が
二
〇
点
満
点
中
一
二
点
以
上
で
な
い

と
入
学
を
申
請
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
コ
ー
ス
の
定
員
に
よ
っ
て
成
績
に
よ
る
選
抜
（
書
類
審
査
）
が
行
わ
れ
る
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

ル
方
式
で
あ
る
。
選
抜
制
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
学
生
総
数
七
、八
〇
〇
人
と
他
の
パ
リ
大
学
（
一
万
七
千
〜
四
万
五
千
人
）
に
比

べ
て
少
な
い
。

　
　

─
─
質
疑
応
答
─
─

問　

パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
は
い
つ
創
設
さ
れ
た
の
か
。
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答　

一
九
六
八
年
五
月
の
大
学
紛
争
の
直
後
、
創
設
者
の
理
念
が
ま
っ
た
く
異
な
る
二
大
学
が
パ
リ
に
創
設
さ
れ
た
。
一
つ
は

完
全
な
自
由
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
大
学
（
パ
リ
第
八
大
学
）
と
保
守
的
な
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
（
パ
リ
第
九
大

学
）
だ
。
現
在
、
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
は
学
生
の
九
八
％
が
高
級
管
理
職
の
子
弟
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

問　

大
学
入
学
時
の
選
抜
は
創
設
当
時
か
ら
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

社
会
で
成
功
す
る
人
材
養
成
を
目
指
し
て
い
た
我
々
は
、
創
設
当
初
か
ら
選
抜
を
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
が

可
能
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
時
、
学
生
運
動
の
精
神
が
学
生
側
で
希
薄
化
し
は
じ
め
た
時
期

だ
。　

 

問　

ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
で
「
平
等
」
の
原
則
か
ら
免
れ
て
い
る
の
か
。

答　

厳
密
に
は
非
合
法
だ
。
学
生
受
け
入
れ
能
力
か
ら
す
れ
ば
十
分
根
拠
が
あ
る
措
置
な
の
だ
が
。
実
際
に
は
、
法
的
な
抜
け

道
を
使
っ
て
い
る
。
た
だ
し
試
験
で
振
り
落
と
さ
れ
た
学
生
が
「
平
等
」
の
原
則
を
盾
に
裁
判
を
お
こ
さ
れ
る
と
彼
ら
が
勝

つ
。

問　

そ
の
法
的
抜
け
道
と
は
。

答　

当
初
は
「
大
教
育
機
関G

rand établissem
ent

」
の
資
格
を
用
い
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
許
可
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
に
「
技
術
大
学U

niversité de technologie

」
と
い
う
枠
組
み
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
権

利
を
得
た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
大
学
が
こ
の
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
一
九
七
二
年
に
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

技
術
大
学
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
と
技
術
学
校
の
中
間
に
属
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
五
年
間
の
技
師
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
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提
供
し
、
選
抜
が
あ
る
。
当
初
は
博
士
課
程
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
枠
組
み
で
選
抜
を
行
う
資
格
を
手
に
入
れ
る

と
と
も
に
、
従
来
の
大
学
の
学
位
─
博
士
号
も
含
め
─
も
維
持
し
た
。
最
終
的
に
二
〇
〇
四
年
に
は
大
教
育
機
関
の
資
格
も

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
も
最
近
の
Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
だ
け
は
逃
れ
ら
れ
ず
、
い
ま
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
成
に
苦
労
し
て
い

る
。

 

問　

ど
の
よ
う
な
学
生
が
パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
を
選
ぶ
の
か
。

答　

非
常
に
優
秀
な
学
生
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
行
く
。
わ
れ
わ
れ
の
大
学
に
来
る
の
は
、
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
劣
る
優
秀
な

学
生
だ
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
比
べ
て
少
し
軽
め
だ
が
、
就
職
は
同
じ
く
ら
い
良
い
。
授
業
料
（
三
五
〇

ユ
ー
ロ
、
一
ユ
ー
ロ
は
約
一
四
〇
円
）
も
、
も
ち
ろ
ん
普
通
の
国
立
大
学
の
登
録
料
（
一
五
〇
ユ
ー
ロ
）
よ
り
は
高
い
が
、

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
一
五
、〇
〇
〇
〜
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
）
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
安
い
の
で
、
お
値
打
ち
感
が
非
常
に
父

兄
に
受
け
て
い
る
。

問　

以
前
は
「
パ
リ
第
九
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
」
だ
っ
た
の
が
、
な
ぜ
ナ
ン
バ
ー
を
落
と
し
た
の
か
。

答　

二
〇
〇
四
年
度
に
ナ
ン
バ
ー
を
な
く
す
許
可
を
得
た
。
ナ
ン
バ
ー
を
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
無
味
乾
燥
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
は
っ
き
り
し
た
「
ド
フ
ィ
ー
ヌ
」
─dauphin

［
イ
ル
カ
］
と
か
け
て
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
し
て

い
る
─
と
い
う
名
前
の
み
に
し
た
方
が
ブ
ラ
ン
ド
力
が
上
が
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
選
抜
を
行
わ
な
い
他
大
学
と

の
違
い
を
強
調
す
る
意
図
も
あ
る
。
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三
．
大
学

　

⑴　

大
学
の
種
類
と
規
模

　

フ
ラ
ン
ス
の
国
立
大
学
は
、
そ
の
所
在
す
る
都
市
の
規
模
に
よ
っ
て
、
総
合
大
学
（
中
都

市
）
と
単
科
大
学
連
合
体
（
大
都
市
）
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
各
都
市
に

専
門
分
野
が
さ
ま
ざ
ま
の
ナ
ン
バ
ー
制
大
学
の
連
合
体
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
大
学

は
パ
リ
第
一
大
学
か
ら
パ
リ
第
一
三
大
学
ま
で
の
文
系
・
理
系
の
大
学
に
分
か
れ
て
お
り
、
リ

ヨ
ン
に
は
リ
ヨ
ン
第
一
〜
第
三
大
学
が
存
在
す
る
。

　

最
も
規
模
の
大
き
な
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
は
パ
リ
第
一
大
学
（
総
学
生
数
四
万
五
千
人
）
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
は
全
体
的
に
日
本
の
大
学
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
あ
る
。
地
方
都
市
の
総
合
大

学
は
さ
ら
に
規
模
が
小
さ
く
、
た
と
え
ば
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
大
学
の
学
生
総
数
は
七
千
人
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
し
こ
れ
で
も
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
比
べ
る
と
大
き
い
。
大
学
は
、
少
人
数
制
を
旨

と
し
選
抜
を
行
う
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
や
大
学
内
独
立
教
育
機
関
（
次
項
参
照
）
に
比
べ
る
と
、 

教
員
一
人
あ
た
り
の
学
生
数
の
割
合
が
多
い
の
で
、
大
学
の
学
士
課
程
一
〜
二
年
目
で
は
、
行

き
届
い
た
教
育
を
行
う
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、
高
い
落
第
率
・
退
学
率
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
学
年
が
上
が
っ
て
行
く
う
ち
に
学
生
の
自
然
淘
汰
が
行
わ
れ
、
教
員
一
人
あ
た

り
の
学
生
数
の
割
合
は
上
が
っ
て
い
く
。

　

⑵　

大
学
系
教
育
機
関

　

フ
ラ
ン
ス
の
国
立
大
学
に
は
、
い
わ
ゆ
る
学
部
組
織
の
日
本
風
の
大
学
の
他
に
、
大
学
内
独

名称 目的 修業年限 学位

１
UFR（学部）

École doctorale（大学院）
伝統的大学教育

bac+3 〜
bac+8

学士、修士、博士
職業学士など　　

２ École（高等研究学校） 専門職養成 bac+5
修士など（エンジニア
系は同時に CTI 認証の
「技師学位」）　　　　

３
Institut（学院）

短期工学系 IUT, STS
など

専門職養成
bac+2 〜
bac+5

大学技術系学位、学士、
職業学士、修士など 　  

図４　大学系教育機関
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立
教
育
機
関
が
付
属
し
て
い
る
（
図
４
参
照
）。 

　

⒜　

Ｕ
Ｆ
Ｒ
（
学
部U

n
ités d

e F
orm

ation
 et d

e R
ech

erch
e

）
とÉ

cole doctorale

（
大
学
院
）─
─
い
わ
ゆ
る
伝
統

的
な
「
大
学
」
を
構
成
し
、
学
士
号
か
ら
博
士
号
ま
で
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
教
育
─
─L

icence L
M

D
 

（
新
課
程
学
士bac+

3

）、

M
aster

（
修
士bac+

5

）、D
octorat 

（
博
士bac+

8

）
の
他
、
職
業
学
士
（bac+

3

）
や
旧
制
度
の
学
位
─
─
が
行
わ
れ
る
。
登

録
料
の
み
支
払
う
。

　

⒝　

大
学
内
独
立
学
校
─
─
専
門
職
養
成
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
新
し
い
教
育
機
関
で
、
入
学
時
に
選
抜
が
あ
り
、
登
録
料

の
他
に
授
業
料
が
徴
収
さ
れ
る
。É

coles

（
高
等
研
究
学
校
）
とInstituts

（
学
院
）
に
大
別
さ
れ
、
前
者
の
レ
ベ
ル
は
大
学
院

M
aster 

（bac+
5

）
に
相
当
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
短
大
か
ら
大
学
院
レ
ベ
ル
ま
で
さ
ま
ざ
ま
─
─
Ｄ
Ｕ
（
大
学
学
位bac+

2

）、

Ｄ
Ｕ
Ｔ
（
大
学
技
術
系
学
位bac+
2

）、L
icence L

M
D

（
新
課
程
学
士bac+

3

）、L
icence professionnelle

（
職
業
学
士

bac+
3

）、M
aster 

（
修
士bac+
5
）
─
─
で
あ
る
。
博
士
号
取
得
に
つ
い
て
は
教
育
機
関
に
よ
る
。

　

日
本
の
「
工
学
部
」
は
伝
統
的
な
大
学
の
学
部
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、
大
学
内
学
校
のÉ

cole

（
高
等
研
究
学
校
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
─

─
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
次
項
参
照
）
に
相
当
─
─
に
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
師
資
格
協
議
会
）
が
認
定
し
て

い
る
「
技
師ingénieur

」
の
資
格
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
後
五
年
間
の
教
育
レ
ベ
ル
（bac+

5

）
を
必
要
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
に
は
学
士
レ
ベ
ル
で
終
了
す
る
コ
ー
ス
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
てM

aster

（
修
士
）
レ
ベ
ル
で
の
終
了

と
な
る
。
他
に
「
技
術
大
学
」
と
い
う
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
（
本
節
の
二
参
照
）
が
、
や
は
り
学
士
課
程
で
終
了
す
る
コ
ー
ス
は

存
在
し
な
い
。
工
学
教
育
は
大
学
院
レ
ベ
ル
か
短
大
レ
ベ
ル
で
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
後
者
の
「
工
科
短
期
大
学
」（
二

年
コ
ー
ス
）
と
し
て
は
、
大
学
内
に
所
属
す
るInstitut

（
学
院
）
系
の
Ｉ
Ｕ
Ｔ
（
工
科
短
期
大
学
部
）
と
高
校
に
所
属
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｓ

（
上
級
技
術
者
養
成
科
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｄ
Ｕ
Ｔ
（
大
学
技
術
系
学
位
）
と
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
上
級
技
術
者
免
状
）
の
学
位
が
取
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得
で
き
る
（
図
１
参
照
）。
五
年
コ

ー
ス
と
の
違
い
は
理
論
的
授
業
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
実
践
中
心
で
あ
る
点

で
あ
る
。

　

以
上
の
い
わ
ゆ
る
大
学
と
大
学
内

独
立
学
校
併
存
の
例
を
挙
げ
る
と
、

パ
リ
第
四
大
学
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
）
に

は
、
文
系
の
一
七
の
Ｕ
Ｆ
Ｒ
（
学

部
）
の
他
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ａ 

（É
cole 

des hautes études en sciences 

d
e
 l'in

fo
rm

a
tio

n
 e

t d
e
 la 

com
m

unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
高
等
研
究
学
校
）

と
い
うÉ

cole

（
高
等
研
究
学
校
）

が
一
校
付
属
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は

同
時
に
Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル

協
会
）
加
盟
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
で

も
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ワ
チ
エ
大
学

１．エンジニア系
　　　École polytechnique（X）［ポリテクニック（理工科学校）9）］
　　　École nationale supérieure des mines de Paris［パリ国立高等鉱業学校］
　　　École nationale des Ponts et Chaussées（Ponts）［国立土木学校］
　　　École centrale de Paris（Centrale）［パリ中央学校］
　　　École supérieure d'Electricité（Supélec）［電気高等学校］

２．マネージメント系
　　　Hautes études commerciales（HEC）［高等商業学校］
　　　École supérieure des sciences économiques et commerciales（ESSEC）［高

等商業科学研究学校］
　　　École supérieure de commerce de Paris（ESCP）［パリ高等商業学校］

３ 軍人養成系
　　　École polytechnique（X）［ポリテクニック（理工科学校）］
　　　École spéciale militaire de Saint-Cyr［サン＝シール陸軍士官学校］

４ 公務員養成系
　　　École nationale d'administration（ENA）［国立行政学院：高級官僚養成］：

ジスカールデスタン、シラク、ジョスパン、ド・ヴィルパンなど歴代大統領、
首相を輩出。パリ政経学院（シアンスポ）［６の項参照］などの専門の予
備コースで１〜２年学んだ後に受験する、グランゼコールの中でも特別
の存在。

５ 師範学校系（文系・理系）
　　　École Normale Supérieure Ulm（ENS）［パリ高等師範学校］

６ 政治学系
　　　Institut d'études politiques de Paris（Sciences Po）［パリ政経学院（シア

ンスポ）］：法律、財政、コミュニケーション、マーケッティング、ジャー
ナリスム

７　文系 
　　　École Normale Supérieure Ulm（ENS）［パリ高等師範学校］文系
　　　École des Chartes［国立古文書学校］

図 5　グランゼコール超エリート校の例
（　　　）内は略称
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（
中
都
市
総
合
大
学
）
に
は
、
理
系
・
文
系
の
七
つ
の
Ｕ
Ｆ
Ｒ
（
学
部
）
の
他
、
一
校
のÉ

cole

（
高
等
研
究
学
校
）
─
─
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｐ 

（E
cole supérieure d'ingénieurs de P

oitiers

ポ
ワ
チ
エ
技
術
高
等
学
校
）
と
六
校
のInstituts

（
学
院
）
─
─
技
術
短
期
大
学
部

（
Ｉ
Ｕ
Ｔ
）、
下
級
・
中
級
公
務
員
養
成
学
院
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｇ
）、
企
業
管
理
行
政
職
養
成
学
院
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
） 

な
ど
─
─
が
付
属
校
と
し
て
存

在
す
る
。

四
．
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル

　

フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
高
度
な
教
養
あ
る
職
業
人
育
成
を
使
命
と
し
て
お
り
、
他
国
に
例
を
見
な
い
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
エ

リ
ー
ト
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
大
学
と
他
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
併
存
は
ア
メ
リ
カ
（
大
学
とC

om
m

unity C
olleges

）
や
ド
イ
ツ
（
大

学
とF

achhochschulen

）
な
ど
の
例
も
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
と
く
に
超
エ
リ
ー
ト
校
）
が
大
学
以
上
の
ス
テ

ー
タ
ス
を
有
す
る
点
が
他
国
と
異
な
っ
て
い
る
。
超
エ
リ
ー
ト
校
（
図
５
参
照
）
は
フ
ラ
ン
ス
政
財
界
の
指
導
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
す
べ
て
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
卒
業
生
か
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
教
員
で
あ
る
。
た
だ
し
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
も
そ
の
数
が
増

え
る
と
と
も
に
、
伝
統
あ
る
超
エ
リ
ー
ト
上
位
校
群
（
古
く
は
革
命
期
に
遡
る
）
と
低
レ
ベ
ル
の
下
位
校
群
に
二
極
化
し
つ
つ
あ
る
。
Ｃ

Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）（
本
項
⑶
参
照
）
加
盟
の
有
無
が
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
判
断
の
一
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
国
公
立
、
私
立
か
ら
成
り
、
国
立
の
場
合
は
教
育
省
、
農
林
省
、
国
防
省
、
産
業
省
な
ど
各
省
の
管
轄
下
に
あ
る
。

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
多
く
が
大
学
と
異
な
り
授
業
料
を
徴
収
す
る
が
、
一
部
の
国
立
系
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
パ
リ
高
等
師
範
学
校
や
ポ
リ

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
）
で
は
授
業
料
は
無
償
で
給
料
が
支
給
さ
れ
る
（
本
項
⑵
参
照
）。

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
大
学
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
選
抜
制
の
少
人
数
制
に
あ
る
。
定
員
は
た
と
え
ば
、
パ
リ
高
等
師
範
学
校
で
は

文
系
・
理
系
合
わ
せ
て
二
百
名
弱
、
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
理
工
科
学
校
）
は
四
百
名
（
仏
人
学
生
）
に
す
ぎ
な
い
。
通
常
は
バ
カ
ロ
レ
ア
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取
得
後
、
リ
セ
付
属
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
（
８
）
で
二
年
間
の
一
般
教
養
科
目
を
含
む
ハ
ー
ド
な
受
験
勉
強
を
行
い
、
各
グ
ラ
ン
ゼ
コ

ー
ル
の
入
試
に
臨
む
。
不
合
格
の
場
合
は
、
も
う
一
年
準
備
学
級
で
学
ぶ
か
、
大
学
の
三
年
次
に
編
入
す
る
（
図
１
参
照
）。

　

⑴　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
学
位

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
分
野
は
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
系
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
公
務
員
養
成
系
、
ご
く
少
数
の
文
系

か
ら
な
る
。
医
学
、
法
律
系
は
な
い
。
Ｌ
Ｍ
Ｄ
改
革
以
降
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
国
家
学
位M

aster

（
修
士
）
レ
ベ
ル
、
つ
ま
り
バ
カ

ロ
レ
ア
修
得
後
五
年
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
（bac+

5

）
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
パ
リ
高
等
師
範
学
校
や
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
よ
う
に
四
年
制
教
育
（bac+

6

）
を
堅
持
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　

大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
違
い
は
、
大
学
が
理
論
的
専
門
教
育
を
伝
統
的
に
重
視
し
て
き
た
の
に
対
し
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
で
は
実
学

的
専
門
教
育
と
学
際
的
一
般
教
養
教
育
（
外
国
語
、
社
会
科
学
、
経
済
学
な
ど
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
で
は
と
く
に
企
業
と
の
密
接
な
連
携
が
重
視
さ
れ
る
。
教
師
陣
に
企
業
人
を
含
め
る
ほ
か
、
運
営
に
も
企
業
人
が
半
数
関
わ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
の
上
級
管
理
職
に
就
く
卒
業
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、
問
題
解
決
能
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
精
神
の
養
成
も
意
識

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
性
の
あ
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、
外
国
語
教
育
（
英
語
に
よ
る
授
業
、
留
学
制
度
、

国
際
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
含
め
）
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

五
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
修
士
レ
ベ
ル
）
で
は
次
の
二
コ
ー
ス
が
主
流
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。

⒜　

バ
カ
ロ
レ
ア
取
得⇒

選
抜⇒

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
（
二
年
）⇒

選
抜⇒

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
三
年
）

⒝　

バ
カ
ロ
レ
ア
取
得⇒

選
抜⇒

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
五
年
）。
五
年
の
コ
ー
ス
で
は
二
年
間
の
準
備
学
級
が
一
体
化
し
て
い
る
。

　

学
位
に
つ
い
て
は
、 M

aster 

（
修
士
）
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
上
記
のbac+

5
の
コ
ー
ス
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⒜　

エ
ン
ジ
ニ
ア
系
─
─
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
師
資
格
委
員
会
）
認
定
の
「
技
師
学
位
」
プ
ラ
ス
国
家
学
位M

aster

。
補
助
コ
ー
ス
も
修



40

武蔵大学人文学会雑誌　第 38 巻第 1 号

得
し
た
場
合
は
、
技
師
学
位
プ
ラ
ス
国
家
学
位
のM

aster R
echerche

（
研
究
修
士
）
ま
た
はM

aster P
rofessionnel

（
職

業
修
士
）。

⒝　

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
系
─
─
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
各
校
の
授
与
す
る
学
位
。
補
助
コ
ー
ス
も
修
了
し
た
場
合
は
、
そ
れ
プ
ラ
ス
国
家

学
位
のM

aster

系
学
位
。

　

上
記
以
外
の
学
位
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
加
え
、
一
九
八
五
年
以
来
、
Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
会
）
が
認
証
す
る
登
録
商
標
Ｍ

Ｓ 

（M
astère Spécialisé

専
門
系
修
士
号
）
が
五
年
コ
ー
ス
修
了
者
、
あ
る
い
は
同
等
レ
ベ
ル
の
社
会
人
学
生
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｓ
は
一
年
コ
ー
ス
（
授
業
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
半
々
）
で
レ
ベ
ル
はbac+

6

と
な
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
以
来
、
新
し
い
Ｃ
Ｇ

Ｅ
の
登
録
商
標
で
あ
る
学
位M

Sc 

（M
astère de science

科
学
系
修
士
号
）
が
創
設
さ
れ
た
。L

icence

（
学
士 bac+

3

）
あ
る
い
は

M
aîtrise

（
旧
修
士 bac+

4

）
を
取
得
し
た
学
生
の
た
め
に
、
少
な
く
と
も
三
セ
メ
ス
タ
ー
の
教
育
を
提
供
す
る
。
な
お
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ

ー
ル
の
学
生
が
博
士
課
程
を
修
め
る
に
は
、
大
学
教
授
の
指
導
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

⑵　

学
費

　

官
立
で
学
費
・
寮
費
無
料
か
つ
在
校
生
に
給
料
が
支
給
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
も
あ
る
が
）
10
（

、
大
半
は
国
立
大
学
に
比
べ
て
か
な
り
高

額
で
あ
る
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
比
べ
る
と
割
安
で
、
官
立
の
パ
リ
政
経
学
院
（
シ
ア
ン
ス
ポ
）
で
年
間
七
千
ユ

ー
ロ
、
私
立
で
は
一
万
五
千
ユ
ー
ロ
か
ら
二
万
五
千
ユ
ー
ロ
（
一
ユ
ー
ロ
は
約
一
四
〇
円
）
が
目
安
で
あ
る
。
た
だ
し
コ
ー
ス
に
よ
っ
て

授
業
料
は
異
な
る
。

　

⑶　

Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
全
国
で
三
百
校
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
中
で
Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
一
八
七
校

で
あ
る
。
内
訳
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
が
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
師
資
格
委
員
会
）
認
定
校
二
二
七
校
の
う
ち
約
一
四
〇
校
が
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
の
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マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
系
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
約
八
〇
校
の
う
ち
約
三
〇
校
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｅ
加
盟
校
で
あ
る
。
Ｃ
Ｇ
Ｅ
加
盟
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
系
で
は
Ｃ
Ｔ
Ｉ
（
技
師
資
格
委
員
会
）
の
認
定
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
で
は
二
〇
〇
一
年
に
創
設
さ
れ
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
教
育
・
学
位

評
価
委
員
会C

om
m

ission d'évaluation des form
ations et diplôm

es de gestion

の
認
定
を
受
け
た
上
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｇ
Ｅ
の
内

部
基
準
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｅ
入
会
の
た
め
の
内
部
基
準
項
目
は
、
運
営
委
員
会
の
構
成
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
、
民
間
か
ら
同
数
の
代
表
）、
教
務
委
員
会
（
民

間
出
身
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
）、
学
生
選
抜
方
法
（
全
国
レ
ベ
ル
の
選
抜
制concours national

）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
質
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
必
修
、
企
業
人
を
含
む
教
育
陣
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
教
育
）、
職
員
・
教
員
・
研
究
ス
タ
ッ
フ
、
財
政
、
施
設
（
図
書
情
報
セ
ン

タ
ー
、
出
版
活
動
、
学
食
、
寮
の
有
無
を
含
む
）、
研
究
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
企
業
提
携
の
研
究
活
動
、
国
際
交
流
、
卒
業
生
の
就
職
率

で
あ
る
（《D

ossier de candidature à la C
onférence des G

randes É
coles

》
参
照
）。

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
特
徴
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
就
職
に
あ
た
っ
て
の
企
業
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
就
職
率
の
高
さ

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
企
業
の
ト
ッ
プ
や
政
界
人
も
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
者
が
多
い
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
学
位
と
就
職
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
Ｒ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
（
国
立
専
門
資
格
デ
ー
タ
ベ
ー
スR

épertoire national des C
ertifications professionnelles

）
で
も
確
認
で

き
る
。
各
職
種
と
要
求
さ
れ
る
資
格
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
一
度
登
録
さ
れ
る
と
削
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

ル
の
学
位
は
、
登
録
商
標M

astère spécialisé

（
専
門
系
修
士
号
）
も
含
め
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節　

進
学
率
と
落
第
率

　

バ
カ
ロ
レ
ア
を
取
得
し
高
等
教
育
機
関
に
進
学
す
る
者
は
、
該
当
世
代
の
五
〇
％
程
度
で
あ
る
）
11
（

。
そ
の
内
訳
は
、
二
〇
〇
一
年
の
調
査
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で
は
、
大
学
が
三
八
、九
％
、
Ｉ
Ｕ
Ｔ
や
Ｓ
Ｔ
Ｓ
な
ど
の
工
科
短
期
コ
ー
ス
が
二
九
、三
％
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
受
験
の
た
め
の
準
備
学
級

が
七
、二
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
）
12
（

。
そ
れ
ぞ
れ
該
当
世
代
の
割
合
に
換
算
す
る
と
、
大
学
進
学
率
が
二
〇
％
、
工
科
短
期
コ
ー
ス
が
一
五

％
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
が
三
、五
％
と
な
る
）
13
（

。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
終
了
時
に
入
試
に
失
敗
し
大
学
三
年
に
登
録
す
る

学
生
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
国
立
大
学
学
長
協
議
会
）
会
長
に
よ
れ
ば
、
準
備
学
級
登
録
者
の
八
〜
一
〇
％
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

近
年
、
学
生
数
の
増
加
に
よ
る
教
育
環
境
の
悪
化
か
ら
、
昔
は
大
学
に
進
学
し
て
い
た
優
秀
な
学
生
が
選
抜
・
定
員
制
の
Ｉ
Ｕ
Ｔ
に
進

学
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｕ
Ｔ
は
本
来
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
者
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
普
通
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得

者
の
入
学
が
増
え
、
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
者
が
大
学
に
登
録
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、
大
学
の
落
第
率
上
昇
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
六
月
一
九
日
付
け
ル
・
モ
ン
ド
紙
に
よ
れ
ば
、
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
者
の
四
二
、一
％
が
工
科
短
期
コ
ー
ス
ま

た
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
に
進
学
し
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
進
学
率
は
二
〇
〇
一
年
と
大
差
な
い
七
％
で
あ
る
の

で
、
工
科
短
期
コ
ー
ス
の
人
気
が
三
年
間
で
一
〇
％
以
上
も
急
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
学
進
学
率
は
二
〇
〇
一
年
よ
り
微
増

の
三
九
、二
％
で
あ
る
が
、
一
九
九
五
年
の
四
九
、四
％
と
い
う
数
字
と
比
較
す
れ
ば
大
学
教
育
の
不
人
気
は
明
ら
か
で
あ
る
。
学
生
一
人

当
た
り
の
教
育
単
価
を
と
っ
て
も
Ｉ
Ｕ
Ｔ
は
九
、一
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
大
学
は
六
、八
四
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
前
者
の
方
が
学
生
の
満
足
度
も

高
い
。

一
．
大
学
の
落
第
率

　

旧
課
程
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
の
中
退
率
に
つ
い
て
は
、
少
し
古
い
資
料
だ
が
フ
ラ
ン
ス
上
院
に
よ
る
調
査
（
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
と
、
分
野
に

よ
っ
て
開
き
は
あ
る
も
の
の
、
法
学
・
政
治
学
、
経
営
管
理
、
言
語
で
は
一
年
次
入
学
者
の
六
〇
％
台
が
、 

経
済
学
・
経
営
、
文
学
・
言

語
学
・
美
学
、
人
文
社
会
学
、
科
学
系
で
は
五
〇
％
台
が
留
年
ま
た
は
中
退
し
て
い
る
）
14
（

。
し
か
し
、
大
学
の
旧
課
程
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
（
二
年
コ
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ー
ス
）
の
合
格
率
は
、
一
年
次
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
か
な
り
高
く
な
る
。
留
年
せ
ず
に
二
年
で
修
了
す
る
学
生
は
在
籍
者
の

五
〇
％
程
度
、
一
年
留
年
組
を
含
め
れ
ば
六
六
〜
六
七
％
の
合
格
率
で
あ
る
。
大
学
に
は
入
学
時
の
選
抜
は
な
い
が
、
学
年
が
上
が
る
に

つ
れ
こ
の
よ
う
な
自
然
淘
汰
に
よ
る
選
抜
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
前
項
で
引
用
し
た
ル
・
モ
ン
ド
紙
に
よ
れ
ば
、
普
通
バ
カ

ロ
レ
ア
取
得
学
生
に
限
れ
ば
八
二
％
が
─
─
し
か
も
そ
の
半
数
は
留
年
せ
ず
に
─
─
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
大
学
の
落
第

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
は
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
取
得
者
で
、
彼
ら
の
Ｄ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
取
得
率
は
三
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
大
学
で
は
、
と
く

に
後
者
の
学
生
に
向
け
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
避
け
る
た
め
の
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
は
じ
め
て
い
る
［
第
三
部
参
照
］。

　

選
抜
の
あ
る
工
学
系
の
短
期
コ
ー
ス
Ｉ
Ｕ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
Ｓ
で
は
当
然
中
退
は
少
な
い
。
留
年
せ
ず
に
二
年
で
修
了
す
る
学
生
の
割
合
は
、

Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
国
立
大
学
学
長
協
議
会
）
会
長
に
よ
れ
ば
、
在
籍
者
の
八
五
〜
九
〇
％
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
事
例
〉
パ
リ
第
一
大
学
経
済
学
専
攻

　

学
士
課
程
一
年
次
新
学
期
に
約
一
千
人
の
登
録
者
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
月
の
前
期
試
験
で
五
〜
六
百
人
に
減
少
、
六
月
の
後
期
試

験
で
は
ほ
ぼ
同
数
が
残
る
。
そ
の
う
ち
進
級
で
き
る
の
は
三
百
人
。
合
格
率
は
九
月
の
入
学
時
か
ら
す
る
と
三
〇
％
だ
が
、
前
期
試

験
ま
で
残
っ
た
学
生
で
は
五
〇
％
で
あ
る
。
前
期
を
ク
リ
ア
す
る
か
否
か
に
そ
の
後
の
成
功
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、
二
年
次
に
進
級
し
た
学
生
の
合
格
率
は
八
〇
〜
八
五
％
と
さ
ら
に
上
昇
す
る
。

二
．
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
落
第
率

　

Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）
に
よ
れ
ば
、
選
抜
が
あ
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
で
の
落
第
率
は
九
、七
％
、
グ

ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
で
の
落
第
率
は
一
〇
％
と
、
大
学
に
比
べ
て
ず
っ
と
低
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
落
第
率
が
と
て
も
高
く
無
駄
の
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多
い
大
学
に
比
べ
る
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
教
育
単
価
は
低
い
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｇ
Ｅ
会
長
の
意
見
で
あ
る
。

第
五
節　

大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
─
─
対
立
と
共
存
─
─

一
．
対
立
の
歴
史
的
背
景

　

大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
が
併
存
・
対
立
す
る
図
式
の
背
景
は
、
一
八
世
紀
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
ま
で
遡
る
。
中
世
以
来
大
学
は
教
会

に
独
占
さ
れ
て
お
り
、
教
育
内
容
は
、
伝
統
的
な
人
文
学
部
（
自
由
七
科
と
呼
ば
れ
る
文
系
・
理
系
の
一
般
教
養
）
と
そ
の
上
に
位
置
す

る
専
門
職
業
集
団
を
養
成
す
る
医
学
部
・
法
学
部
・
神
学
部
が
提
供
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。
啓
蒙
主
義
時
代
に
科
学
技
術
が
著
し

く
進
歩
し
て
も
大
学
は
そ
の
よ
う
な
分
野
は
職
人
の
専
門
と
し
て
軽
蔑
し
、
新
し
い
学
部
を
創
設
し
よ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
─
─
そ
し

て
前
述
の
よ
う
に
現
在
も
伝
統
的
な
学
部
と
し
て
の
工
学
部
は
存
在
し
て
い
な
い
─
─
。
啓
蒙
時
代
は
同
時
に
理
性
の
時
代
で
も
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
宗
教
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
や
社
会
的
特
権
を
享
受
し
て
い
た
聖
職
者
に
対
す
る
批
判
が

高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
特
権
団
体
で
あ
る
大
学
批
判
と
も
結
び
つ
い
て
ゆ
く
。

　

ル
イ
一
六
世
の
時
代
に
、
富
国
強
兵
を
担
う
技
術
系
官
僚
養
成
の
た
め
の
実
学
的
な
理
系
学
校
が
二
校
創
設
さ
れ
た
。
国
立
土
木
学
校

（
一
七
七
五
年
）
と
国
立
鉱
山
学
校
（
一
七
七
八
年
）
の
前
身
で
、
最
初
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
誕
生
で
あ
る
。
従
来
の
血
統
主
義
で
は
な

く
業
績
本
位
の
選
抜
入
試
制
度
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
科
挙
制
度
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
）
15
（

。 

フ

ラ
ン
ス
革
命
勃
発
五
年
後
の
一
七
九
四
年
、
国
民
公
会
は
、
共
和
主
義
（
反
教
会
）
的
理
念
と
国
家
の
発
展
の
た
め
に
、
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ

ク
（
理
工
科
学
校
）
や
共
和
主
義
の
優
秀
な
文
系
・
理
系
の
教
師
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と
い
っ
た
新
た
な
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
を
創

立
し
た
。
以
上
は
す
べ
て
現
在
超
エ
リ
ー
ト
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
対
立
は
伝
統
と
進
歩
、
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宗
教
と
世
俗
的
共
和
主
義
の
対
立
で
あ
っ
た
。

　

今
回
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
一
般
に
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
創
設
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
と
結
び
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
誤
解
に
は
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
紹
介
す
る
よ

う
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
教
育
主
義
と
ア
ン
チ
大
学
の
姿
勢
は
、
現
在
の
大
衆
的
大
学
教
育
と
対
立
す
る
エ
リ
ー
ト
主
義

の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。　

　

第
一
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
教
育
の
創
始
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
彼
の
教
育
改
革
の
主
眼
の
一
つ
は
、

国
立
の
リ
セ
創
立
（
一
八
〇
二
年
）
と
バ
カ
ロ
レ
ア
（
大
学
進
学
資
格
）
制
度
創
設
（
一
八
〇
八
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
リ
セ
（
ま

た
は
公
立
・
私
立
の
コ
レ
ー
ジ
ュ⇒

リ
セ
二
年
）⇒

バ
カ
ロ
レ
ア⇒

大
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
学
ま
た
は
（
入
試
を
経
て
）
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
入
学
」
と
い
う

官
僚
・
専
門
職
に
到
る
た
め
の
道
筋
が
設
定
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
リ
ー
ト
主
義
は
、
こ
の
中
等
教
育
過
程
が
、
一
般
大
衆
の
た
め

の
初
等
教
育
と
は
不
連
続
の
ま
っ
た
く
別
個
の
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
点
、
つ
ま
り
教
育
制
度
の
二
元
性
に
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
、
初
等
教
育
改
革
（
た
と
え
ば
国
民
公
会
で
提
案
さ
れ
た
初
等
教
育
無
償
化
案
な
ど
）
に
は
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
）
16
（

。

　

こ
う
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
リ
ー
ト
主
義
は
、
一
七
四
〇
年
代
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
始
ま
り
革
命
時
代
に
中
断
さ
れ
て
い
た
「
一
般
優
秀

選
抜
試
験concours général

」
と
呼
ば
れ
る
制
度
を
一
八
〇
八
年
に
復
活
し
た
点
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
パ
リ
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の

最
優
秀
の
リ
セ
最
終
学
年
の
学
生
を
選
抜
し
表
彰
す
る
制
度
で
、
一
時
競
争
が
過
熱
し
た
た
め
再
中
断
さ
れ
た
が
、
現
在
も
フ
ラ
ン
ス
全

国
の
リ
セ
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
）
17
（

。　

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
教
育
改
革
の
も
う
一
つ
の
主
眼
は
、
大
学
組
織
の
解
体
・
再
編
成
と
国
家
に
よ
る
掌
握
で
あ
る
。
革
命
時
代
に
教
会
の

支
配
下
に
あ
っ
た
大
学
は
既
に
解
体
さ
れ
て
い
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
し
て
、
神
学
部
・
法
学
部
・
医
学
部
に
新
た
に

バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
機
関
で
あ
る
文
学
部
・
理
学
部
を
加
え
、
こ
れ
を
国
家
の
中
央
行
政
機
関
（
教
育
省
の
よ
う
な
も
の
）
で
あ
る
「
帝
国
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大
学
」
の
名
の
元
に
管
轄
し
、
そ
れ
ま
で
大
学
に
あ
っ
た
学
位
授
与
資
格
を
国
家
で
掌
握
し
た
）
18
（

。

　

エ
リ
ー
ト
主
義
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
創
始
し
た
バ
カ
ロ
レ
ア
制
度
が
、
現
在
で
は
大
学
の
大
衆
的
高
等
教
育
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、

歴
史
の
皮
肉
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
九
六
八
年
の
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
、
一
九
八
五
年
の
職
業
バ
カ
ロ
レ
ア
創
設
の
結
果
生
じ
た
新
し
い
現
象

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

二
．
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
有
利
な
点

　

少
人
数
制
、
選
抜
制
を
旨
と
す
る
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
、
落
第
率
も
少
な
く
、
と
く
に
超
エ
リ
ー
ト
校
の
就
職
率
は
抜
群
で
あ
る
。
た

だ
し
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
一
般
と
な
る
と
、
就
職
率
の
高
さ
に
は
か
な
り
神
話
的
部
分
も
で
て
く
る
が
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

ル
に
優
秀
な
学
生
が
多
い
の
は
、
選
抜
試
験
を
受
け
る
た
め
に
、
準
備
学
級
を
選
ぶ
段
階
か
ら
す
で
に
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
る
者
が
多
い
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
）
19
（

。
大
学
に
は
、
無
選
抜
ゆ
え
に
進
路
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
漠
然
と
入
っ

て
く
る
学
生
が
多
く
、
そ
れ
が
学
士
課
程
一
〜
二
年
目
の
高
い
落
第
率
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
が
高
い
就
職
率
を
売
り
物
に
で
き
る
の
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
産
業
界
と
つ
な
が
り
が
深
い

こ
と
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
。
企
業
人
が
教
育
陣
だ
け
で
な
く
、
学
校
運
営
協
議
会
（
Ｃ
Ａ
）
に
も
名
を
つ
ら
ね
、
常
に
産
業
界
と
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
も
、
大
学
の
よ
う
に
国
と
の
四
年
契
約
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
産
業
界

の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
即
座
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
（
大
学
も
含
め
た
就
職
率
一
般
に
つ
い
て
は
第
六

節
を
参
照
）。
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三
．
棲
み
分
け
と
接
近

　

⑴　

大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
棲
み
分
け

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
が
優
勢
に
み
え
る
フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
に
お
い
て
、
大
学
し
か
提
供
で
き
な
い
学
位
や
分
野
が
存
在
す
る
。
博
士
号
、

も
し
く
は
研
究
指
導
資
格H

abilitation de diriger la recherche

（
大
学
でM

aster

［
修
士
］
以
上
の
学
生
を
指
導
す
る
資
格
）
を

取
得
す
る
に
は
、
大
学
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
でM

aster

を
取
得
し
た
学
生
が
博
士
号
を
取
得
す
る

に
は
大
学
に
行
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
の
活
力
の
一
つ
の
源
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
は
、
中
世
以
来
の
長
い
伝
統
の
あ
る

分
野
（
法
学
・
医
学
・
人
文
学
）
に
つ
い
て
ほ
ぼ
教
育
市
場
を
独
占
し
て
い
る
。
法
学
、
医
学
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
存
在
し
な
い
の
で

弁
護
士
や
医
者
に
な
る
に
は
必
ず
大
学
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

文
系
の
高
等
教
育
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
で
も
提
供
し
て
い
る
が
、
学
生
は
通
常
大
学
に
登
録
す
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
文
系
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
数
が
非
常
に
少
な
い
。
準
備
学
級
を
経
て
入
学
で
き
る
の
は
二
つ
の
高
等
師
範
学
校
（
パ
リ
、
リ
ヨ

ン
）
や
国
立
古
文
書
学
校
に
と
ど
ま
る
。
大
教
育
機
関
（
第
三
節
の
三
参
照
）
の
イ
ナ
ル
コ
（
国
立
東
洋
言
語
・
文
明
学
院
）
を
含
め
て

も
三
校
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
等
師
範
学
校
の
学
生
は
同
時
に
大
学
に
登
録
す
る
。
高
等
師
範
学
校
の
主
要
な
使
命
は
中
等
教
育
（
中

学
・
高
校
）
な
の
で
、
他
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
異
な
り
独
自
の
学
位
・
免
状
は
与
え
ず
、
学
生
は
大
学
に
登
録
し
て
国
家
学
位
を
取
得

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
系
の
学
生
も
同
様
で
あ
る
。

　

⑵　

大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
接
近

　

以
前
は
、
伝
統
的
な
大
学
の
任
務
は
極
度
に
専
門
性
の
強
い
理
論
的
・
抽
象
的
知
識
の
伝
達
で
あ
り
、
即
戦
力
が
あ
る
高
度
な
職
業
人

養
成
を
任
務
と
す
る
実
学
的
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
大
学
で
も
た
と
え
ば
一
部
の
コ
ー
ス
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
で
導
入
す
る
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
職
業
化
が
進
ん
で
い
る
。
大
学
が
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
近
づ
い
て
き
て
い
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る
と
言
え
よ
う
。
逆
の
例
も
あ
る
。
以
前
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
独
自
の
学
位
と
大
学
の
国
家
学
位
と
が
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
Ｌ

Ｍ
Ｄ
改
革
以
降
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
独
自
の
学
位
と
同
時
にM

aster

（
修
士
）
と
い
う
国
家
学
位
を
授
与
す
る
権

利
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
国
際
的
認
知
度
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
が
大
学
に
接
近

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
垣
根
も
低
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
準
備
学
級
を
経
て
で
は
な
く
、
大
学
の
学
士

課
程
（
旧
課
程
で
は
二
〜
三
年
）
を
終
え
て
か
ら
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
に
入
学
す
る
学
生
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

規
模
の
小
さ
い
教
育
機
関
が
大
部
分
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
賞
や
論
文
引
用
数
な
ど
絶
対
数
で
評
価
さ
れ
る
国
際
研
究
ラ
ン
キ
ン
グ

（
上
海
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
）
の
地
位
が
あ
ま
り
高
く
な
い
。
そ
こ
で
、
大
学
や
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
が
連
携
し
大
学
共
同
拠
点P

ôle 

universitaire

と
呼
ば
れ
る
機
関
を
形
成
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
地
方
を
地
盤
に
し
た
連
携
で
、
ボ
ル
ド
ー
第

一
大
学
か
ら
第
四
大
学
か
ら
な
る
ボ
ル
ド
ー
大
学
連
合
、
ロ
ワ
ー
ル
地
方
の
大
学
、
大
学
内
独
立
学
校
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
か
ら
な
る
ア

ト
ラ
ン
テ
ッ
クA

tlantech

な
ど
が
あ
る
。

第
六
節　

就
職
率

一
．
フ
ラ
ン
ス
を
揺
る
が
せ
た
ア
ン
チ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
デ
モ

　

若
年
失
業
率
の
高
さ
─
─
二
五
歳
以
下
の
失
業
率
は
二
二
、三
％
（
日
本
は
八
、七
％
）
20
（

）
─
─
が
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
学
位
が
就
職
に
結
び
つ
か
な
い
、
あ
る
い
は
学
位
に
見
合
っ
た
職
に
つ
け
な
い
と
い
う
二
〇
年
前
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
雇
用
形
態
に
は
、
終
身
雇
用
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
）
の
他
に
、
期
限
付
き
雇
用
（
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）、
研
修

stage

、
臨
時
職
員intérim

な
ど
が
あ
る
が
、
高
等
教
育
機
関
を
終
了
直
後
に
終
身
雇
用
の
職
に
つ
け
る
の
は
二
〇
〇
一
年
に
卒
業
し
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た
世
代
で
は
三
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
同
世
代
で
終
了
後
三
年
で
同
職
に
就
け
た
の
は
七
〇
％
で
あ
る
）
21
（

。
背
景
に
あ
る
の
は
、
高
等
教
育
の

大
衆
化
、
学
位
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
企
業
の
人
件
費
削
減
な
ど
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
間
で
根
強
か
っ
た
学
位
信
仰
も
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
感
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
や
は
り
学
位
は
最
低
限
の
保
証
に
は
な
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
中
級
管
理
職
に
就
く
に
は
、
通
常
、
学
士
の
学
位
が
必
要
で
あ
る
し
、
ま
た
管
理
職
を
望
む
と
こ
ろ

ま
で
い
か
な
く
と
も
、
終
身
の
職
を
得
る
に
は
学
位
が
あ
る
方
が
断
然
よ
い
。
学
校
を
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
学
位
の
な
い
若
者
や
バ
カ

ロ
レ
ア
よ
り
下
位
の
学
位
─
─
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
職
業
適
性
証
書
）
や
Ｂ
Ｅ
Ｐ
（
職
業
教
育
修
了
証
書
）
）
22
（

─
─
し
か
も
た
な
い
若
者
に
つ
い
て
は
、

同
調
査
で
は
、
学
校
卒
業
三
年
後
に
何
ら
か
の
職
に
つ
い
て
い
る
の
は
六
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
中
に
は
期
限
付
き
雇
用
、
臨
時
職
員

な
ど
の
不
安
定
な
雇
用
も
含
ま
れ
て
い
る
）
23
（

。
こ
の
数
字
は
、
女
性
、
移
民
出
身
者
に
限
る
と
さ
ら
に
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
学
位
は
差
別

を
回
避
す
る
た
め
の
不
可
避
的
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

昨
年
の
秋
以
来
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
揺
る
が
せ
て
き
た
若
者
の
暴
動
や
デ
モ
の
直
接
の
動
機
は
、
こ
う
し
た
若
年
雇
用
の
不
安
定
さ
で
あ

る
。
二
〇
〇
五
年
一
〇
〜
一
一
月
の
暴
動
の
主
役
は
、
無
学
位
あ
る
い
は
バ
カ
ロ
レ
ア
を
も
た
な
い
よ
う
な
低
学
位
取
得
者
、
あ
る
い
は

そ
の
よ
う
な
兄
姉
が
失
業
に
悩
む
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
少
年
た
ち
が
中
心
で
、
移
民
出
身
層
が
多
か
っ
た
。
暴
動
が
沈
静
化
し

た
後
、
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
内
閣
は
「
機
会
均
等
法
」
の
一
部
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
を
提
案
し
、
上
院
、
次
い
で
下
院

で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
政
策
は
、
二
六
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
に
、
最
大
二
年
間
の
試
用
期
間
を
設
け
、
満
足
す
る
結
果
が
出
れ
ば
終
身

雇
用
に
い
た
る
が
、
さ
も
な
く
ば
雇
い
主
は
相
手
を
解
雇
す
る
、
そ
の
際
解
雇
の
正
当
性
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
終
身
雇
用
や
期
限
付
き
雇
用
に
お
け
る
解
雇
で
は
賠
償
金
や
訴
訟
費
用
が
非
常
に
高
く
つ
く
。
Ｃ
Ｐ
Ｅ
の
目
的
は
、

解
雇
を
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
い
主
が
心
理
的
負
担
な
し
に
雇
用
を
創
出
で
き
る
よ
う
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
二
月
に
下
院
、
次
い
で
上
院
が
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
を
可
決
し
た
頃
か
ら
、
法
案
に
反
対
す
る
大
学
生
・
高
校
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生
の
大
規
模
な
デ
モ
が
フ
ラ
ン
ス
各
地
で
発
生
す
る
。
彼
等
の
多
く
は
高
学
位
を
取
得
す
る
だ
け
の
長
期
間
の
学
生
生
活
が
可
能
で
あ
る

よ
う
な
、
中
産
階
級
出
身
者
で
あ
っ
た
。
三
月
上
旬
、
ち
ょ
う
ど
調
査
の
た
め
に
筆
者
が
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
に
は
、
一
九
六
八

年
の
学
生
運
動
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
起
こ
り
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
広
場
は
警
察
の
高
い
バ
リ
ケ
ー
ド
で

囲
ま
れ
た
。
ス
ト
自
体
は
地
方
の
大
学
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
五
月
革
命
の
歴
史
的
舞
台
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
で
、

そ
の
後
、
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
の
大
学
に
広
が
っ
た
。
大
学
生
だ
け
で
な
く
高
校
生
や
労
働
組
合
が
近
年
ま
れ
に
見
る
大

型
デ
モ
行
進
を
繰
り
返
し
、
結
局
、
四
月
一
〇
日
に
法
案
は
廃
案
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
デ
モ
の
参
加
者
の
中
に
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の

学
生
や
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
明
ら
か
に
圧
倒
的
少
数
派
だ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
の
失
敗
は
、
二
種
類
の
全
く
環
境
の
異
な
る
若
者
た
ち
に
対
し
一
律
に
単
一
の
雇
用
形
態
を
提
案
し
た

点
に
あ
る
。
職
に
就
く
こ
と
自
体
が
困
難
な
恵
ま
れ
な
い
若
者
た
ち
に
は
朗
報
と
な
り
え
た
が
、
す
で
に
研
修
や
期
限
付
き
雇
用
の
連
続

に
辟
易
し
て
い
た
、
中
産
階
級
の
若
者
た
ち
や
そ
の
親
（
保
守
層
も
含
め
）
に
と
っ
て
は
、
卒
業
直
後
に
終
身
雇
用
の
職
を
得
る
と
い
う

希
望
の
実
現
を
現
在
以
上
に
困
難
に
す
る
悪
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

二
．
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
制
度

　

反
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初
期
雇
用
契
約
法
）
デ
モ
で
そ
の
濫
用
が
し
ば
し
ば
マ
ス
コ
ミ
誌
上
を
賑
わ
し
て
以
来
、
研
修
制
度
は
す
っ
か
り
旗
色
が

悪
く
な
っ
た
。
本
来
正
社
員
に
任
せ
る
べ
き
仕
事
を
安
上
が
り
な
研
修
生
に
与
え
る
企
業
も
少
な
く
な
い
の
は
事
実
だ
が
、
他
方
で
は
、

正
社
員
に
な
る
に
は
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
経
験
が
重
要
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
や
一
部
の
大
学
が
、
研
修
（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
を
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
必
修
と
し
て
含
む
こ
と
を
売
り
物
に
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
職
業
人
養

成
コ
ー
ス
の
就
職
率
は
概
し
て
良
好
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
学
士
レ
ベ
ル
で
の
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
は
少
な
く
、
修
士
レ
ベ
ル
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が
大
多
数
を
占
め
る
。
例
外
は
、
定
員
が
少
な
く
選
抜
の
あ
る
「
職
業
学
士
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
短
大
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
予
備
学
級
な

ど
を
出
た
、
つ
ま
り
学
士
の
一
、二
年
目
を
終
了
し
た
学
生
に
開
か
れ
た
一
年
間
の
コ
ー
ス
で
、
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
が
必
修

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
制
度
を
支
え
て
い
る
の
は
「
見
習
い
税taxe d'apprentissage

」
で
あ
る
。

企
業
は
総
賃
金
の
〇
、五
％
を
「
見
習
い
税
」
と
し
て
納
め
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
税
を
国
に
直
接
納
め
る
か
わ
り
に
、
大
学
や
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
の
学
生
に
研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
提
供
で
き
る
。

三
．
分
野
別
の
就
職
率　

　

フ
ラ
ン
ス
で
就
職
率
の
高
い
コ
ー
ス
は
理
系
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
）、
法
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
で
あ
る
。

　

⑴　

理
系
の
場
合

　

理
系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
系
は
、
二
年
コ
ー
ス
の
Ｉ
Ｕ
Ｔ
（
技
術
短
期
大
学
部
）
と
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
上
級
技
術
者
養
成
部
）、
五
年
コ
ー
ス
（
修

士
レ
ベ
ル
）
の
技
術
学
校
（
大
学
内
学
校
、
技
術
大
学
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
）
と
に
分
か
れ
る
。
五
年
コ
ー
ス
で
は
、
研
修
（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
が
必
修
で
あ
る
。
二
年
コ
ー
ス
、
五
年
コ
ー
ス
と
も
就
職
は
良
い
が
、
前
者
は
学
士
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
な
い
の
で
、
経
験

を
特
別
に
買
わ
れ
な
い
限
り
、
中
間
管
理
職
へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
修
士
レ
ベ
ル
の
「
技
師ingénieur

」
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
エ
リ

ー
ト
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
も
ち
、
技
術
畑
で
働
い
た
後
、
企
業
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
任
さ
れ
る
重
要
ポ
ス
ト
に
就
く
場
合
が
多
い
。
た
だ

し
、「
技
師
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
不
向
き
な
人
材
が
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。「
技
師
」
の
資
格
に
加
え
、
最
終
的
に
就
職
や
昇
進
を
左
右
す
る
の
は
出
身
校
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
だ
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
系
の
コ
ー
ス
は
確
か
に
就
職
に
は
有
利
だ
が
、
し
か
し
か
な
り
専
門
性
が
強
い
の
で
、
即
戦
力
と
な
る
反
面
、
科
学
技
術
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の
急
速
な
発
達
の
た
め
に
市
場
が
な
く
な
る
と
、
取
得
し
た
学
位
が
役
に
立
た
な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
企
業
の
需
要
に
教
育
機

関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適
応
す
る
た
め
の
時
間
差
と
い
う
難
し
い
問
題
も
あ
る
。

　

ま
た
、
と
く
に
大
学
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
自
然
科
学
系
の
博
士
号
取
得
者
の
就
職
先
と
し
て
研
究
者
の
ポ
ス
ト
が
少
な
く
、
頭
脳
の

国
外
流
出
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
存
在
す
る
。
一
昨
年
来
、
研
究
者
た
ち
は
ポ
ス
ト
や
予
算
の
増
加
を
求
め
、
激
し
い
政
府
批
判
を
行
っ

て
い
る
。　

　

⑵　

法
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
場
合

　

法
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
修
士
レ
ベ
ル
の
就
職
は
良
い
が
、
大
学
の
学
士
レ
ベ
ル
で
は
、
企
業
の
見
習
い
税
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
少
な
く
よ
い
就
職
口
を
得
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　
〈
事
例
〉
パ
リ
第
二
大
学

　

学
士
課
程
で
は
職
業
教
育
的
授
業
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
や
職
業
学
士
コ
ー
ス
が
あ
ま
り
多
い
。
こ
れ
は
希
望
者
す
べ
て
に
半

期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
提
供
さ
れ
て
い
る
修
士
レ
ベ
ル
と
比
べ
て
対
照
的
で
あ
る
。
産
業
界
の
需
要
が
な
い
た
め
で
、
需
要
が

な
い
と
こ
ろ
に
職
業
コ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
法
学
の
教
育
が
も
の
に
な
る
に
は
、
最
低
五
年
の

教
育
、
つ
ま
り
修
士
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
パ
リ
第
二
大
学
法
学
部
の
学
士
課
程
を
卒
業
し
た
後
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
学
生
も
み
ら
れ
る
。
パ
リ
第
二
の
修
士
課
程
の
就
職
率
は
良
好
で
、
コ
ー
ス
終
了
以
前
に
既
に
弁
護
士

事
務
所
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
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⑶　

人
文
社
会
系
の
場
合

　

パ
リ
第
四
大
学
に
よ
れ
ば
、
人
文
社
会
系
の
進
路
と
し
て
は
公
務
員
（
教
師
、
下
級
公
務
員
を
含
む
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
他
出

版
関
係
に
就
職
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。
就
職
が
有
利
な
の
は
、
心
理
学
、
言
語
学
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
地
理
、
一
部
の
歴
史
専
攻

で
あ
る
。
し
か
し
、
理
系
、
法
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
系
に
比
べ
る
と
就
職
率
は
か
な
り
劣
る
。
人
文
社
会
系
学
生
は
就
学
人
口
の
三
分
の
一
を

占
め
る
の
で
、
失
業
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
学
士
課
程
の
み
な
ら
ず
博
士
課
程
で
も
失
業
率
は
高
く
、
博
士
号
取
得
者
の
半
数
は
職
に

就
け
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
博
士
課
程
の
学
生
の
四
〇
％
は
教
師
な
ど
既
に
社
会
人
で
あ
り
、
ま
た
博
士
号
取
得
後
企
業
に
就
職
す
る

の
は
一
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。　

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
企
業
の
見
習
い
税
が
提
供
さ
れ
る
の
は
実
学
系
分
野
（
情
報
科
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ

ス
言
語
［
Ｌ
Ｅ
Ａ
（
応
用
外
国
語
）］
な
ど
）、
英
語
、
あ
る
い
は
生
涯
教
育
コ
ー
ス
（
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）
に
限
ら
れ
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ａ
で
は
３
年
間
の
う
ち
半
期
の
留
学
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
必
修
で
あ
る
。

　

四
．
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
大
学
修
士
課
程
出
身
者
と
の
比
較

　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
と
大
学
の
修
士M

aster

課
程
両
者
の
教
育
レ
ベ
ル
は
同
等
で
あ
る
。
大
学
は
学
士
課
程
入
学
時
に
は
選
抜
は
な
い

が
、
修
士
課
程
ま
で
残
る
学
生
は
自
然
淘
汰
の
選
抜
を
経
て
い
る
相
当
な
エ
リ
ー
ト
と
み
な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
就
職
に
つ
い
て
は
、
分

野
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
方
が
有
利
か
ど
う
か
意
見
は
分
か
れ
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
者
か
否
か
に
よ
っ
て
も
意

見
が
分
か
れ
る
。

　
〈
事
例
一
〉　

Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）
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グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
者
の
就
職
率
が
高
い
理
由
は
、
企
業
が
既
に
選
抜
を
受
け
て
い
る
人
材
を
好
む
か
ら
で
あ
る
。
非
常
に
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
入
試
を
通
過
し
た
学
生
は
、
次
の
よ
う
な
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勤
勉
さ
、
記

憶
力
、
抽
象
能
力
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
抵
抗
力
、
自
己
啓
発
と
し
て
競
争
を
受
け
入
れ
る
資
質
、
高
い
責
任
感
な
ど
で
あ
る)24

(

。

　
〈
事
例
二
〉
パ
リ
第
二
大
学

　

パ
リ
第
二
大
学
の
経
済
学
修
士
課
程
出
身
の
学
生
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
の
学
生
と
比
べ
て
就
職
率
は
遜
色
な
い
。
学
生
採
用

の
際
に
企
業
が
重
視
す
る
の
は
教
育
の
質
、
学
生
が
す
で
に
選
抜
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
た
め
だ
。
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

ル
は
入
学
時
に
、
パ
リ
第
二
大
学
で
は
、（
二
〇
〇
五
年
度
の
時
点
で
は
）
修
士M

aster

一
年
か
ら
修
士M

aster

二
年
に
上
が
る

際
に
選
抜
を
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
選
抜
時
期
の
違
い
に
大
き
な
意
味
は
な
い
。

　
〈
事
例
三
〉 C

N
É

（
国
立
評
価
委
員
会
）

　
　

─
─
質
疑
応
答
─
─

問　

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
者
と
同
等
の
大
学
修
士
課
程
出
身
者
と
で
は
就
職
に
差
が
あ
る
か
。

答　

エ
ン
ジ
ニ
ア
系
で
は
、
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
の
「
技
師
」
と
大
学
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
学
校
出
身
の
「
技
師
」
の
割
合
は

半
々
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
リ
ー
ト
校
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
方
が
就
職
は
有
利
だ
。

問　

そ
れ
は
な
ぜ
か
。

答　

企
業
の
ト
ッ
プ
は
ほ
と
ん
ど
が
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
同
族
意
識
が
強
く
こ
れ
を
変
え



フランス高等教育機関の概観　望月ゆか

55

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
「
技
師
」（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
の
認
証
学
位
）
は
経
営
能
力
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
浸
透
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
真
で
は
な
い
。

第
七
節　

本
章
の
ま
と
め
に
代
え
て

　

フ
ラ
ン
ス
で
八
年
半
の
留
学
生
活
を
送
り
、
そ
の
最
後
の
三
年
間
は
同
時
に
、
イ
ナ
ル
コ
日
本
語
科
で
専
任
講
師
（
期
限
付
き
契
約
Ｃ

Ｄ
Ｄ
─
─
私
の
場
合
は
、
二
年
契
約
で
二
回
ま
で
更
新
可
─
─
）
を
務
め
た
。
今
回
、
少
子
化
と
全
入
時
代
と
い
う
冬
の
時
代
を
生
き
る

日
本
の
大
学
教
師
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
現
地
調
査
に
携
わ
り
、
新
た
な
目
で
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生
が
押

し
寄
せ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
不
足
に
悩
む
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
は
正
直
な
と
こ
ろ
羨
望
の
念
を
お
ぼ
え
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
イ
ナ
ル
コ
時

代
に
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
過
ぎ
れ
ば
教
室
に
あ
ふ
れ
返
る
一
年
生
の
学
生
が
減
る
だ
ろ
う
と
、
学
年
初
め
に
は
教
師
た
ち
が
期
待
半
分
に

シ
ニ
カ
ル
な
口
調
で
話
し
て
い
た
も
の
だ
─
─
イ
ナ
ル
コ
日
本
語
科
は
パ
リ
・
ド
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
に
間
借
り
し
て
い
る
の
で
、
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
の
で
あ
る
─
─
。
漫
画
へ
の
興
味
だ
け
か
ら
日
本
語
科
に
入
っ
た
よ
う
な
学
生
も
い
て
、
廊
下
で
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
蹴
っ
て
い
た
。
私
も
、
当
初
は
学
生
が
減
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
も
の
だ
が
、
実
際
に
学
生
に
教
え
は
じ
め
る
と
、
や
は
り
一
人

も
落
ち
こ
ぼ
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
、
一
年
生
の
漢
字
の
ク
ラ
ス
の
学
生
を
激
励
し
つ
つ
授
業
を
し
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
の
学
生
は
、
一
人
は
一
年
生
の
後
期
に
消
え
、
あ
と
の
二
人
は
一
年
間
留
年
し
て
二
年
生
に
進
級
し
た
。
二
年
生
の
漢
字
の
ク
ラ
ス
は

留
年
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
彼
ら
は
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
、
二
〜
三
年
か
け
て
単
位
を
取
っ
て
い
た
。
三
年
生
（
旧
課
程
の
一
年
間

の
学
士
コ
ー
ス
）
の
会
話
の
ク
ラ
ス
で
は
、
五
分
の
三
ほ
ど
が
六
月
に
合
格
し
、
一
〜
二
人
が
夏
休
み
の
日
本
滞
在
な
ど
の
お
か
げ
で
九

月
の
再
試
に
合
格
し
、
残
り
の
五
分
の
一
が
留
年
し
た
。
中
に
は
二
〇
年
く
ら
い
旧
学
士
コ
ー
ス
登
録
し
つ
づ
け
て
い
る
年
配
の
女
性
も
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い
た
。
こ
う
し
た
柔
軟
性
や
の
ん
び
り
し
た
リ
ズ
ム
は
破
格
な
大
学
登
録
料
に
由
来
す
る
の
だ
が
、
大
学
側
に
し
て
み
れ
ば
慢
性
的
な
予

算
不
足
の
原
因
で
も
あ
る
。

　

入
学
選
抜
が
な
い
た
め
に
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
秀
才
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
す
れ
す
れ
の
学
生
が
机
を
並
べ
て
い
る
の
も
、
か
な
り
均
質
な

日
本
の
大
学
で
教
え
て
い
る
と
、
懐
か
し
く
思
い
起
こ
す
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
登
録
料
が
安
い
の
で
、
留
年
さ
せ
て
も
教
師
と
し
て
は

気
が
楽
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
留
年
し
て
も
し
な
く
て
も
、
一
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
関
門
を
通
過
し
た
多
く
の
学
生
は
、
真
剣
に
授
業
に
出

席
し
て
い
た
。
と
く
に
夜
間
の
二
年
生
の
漢
字
の
ク
ラ
ス
で
は
、
社
会
人
や
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
学
生
が
多
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
一

人
に
言
わ
せ
る
と
、
他
の
昼
間
の
大
学
よ
り
も
熱
心
な
学
生
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
自
身
は
フ
ラ
ン
ス
の
旧
第
三
期
博
士
課
程

し
か
知
ら
な
い
の
で
、
イ
ナ
ル
コ
以
外
の
大
学
の
学
士
課
程
と
比
較
は
で
き
な
い
が
、
試
験
に
合
格
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
本
当
に
熱

心
な
学
生
の
多
い
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
専
門
の
人
文
系
以
外
の
大
学
関
係
者
や
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ラ

ン
ス
高
等
教
育
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
と
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
は
相
当

だ
が
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
の
距
離
は
狭
ま
り
つ
つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
手
を

握
り
合
う
こ
と
も
必
要
な
の
だ
。
ま
た
、
日
本
の
よ
う
に
一
般
化
し
て
い
な
い
だ
け
、
選
抜
が
ま
だ
意
味
を
も
っ
て
機
能
し
て
い
る
。
日

本
の
大
学
入
試
の
形
骸
化
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
き
び
し
い
選
抜
に
よ
る
人
格
形
成
へ
の
信
仰
に
は
、
し
か
し
、
い
さ
さ
か
ナ
イ
ー
ブ
な

側
面
も
あ
る
。
こ
の
辺
は
日
本
の
か
つ
て
の
学
歴
主
義
と
変
わ
り
な
い
。
少
な
く
と
も
普
通
バ
カ
ロ
レ
ア
だ
け
は
取
っ
て
ほ
し
い
と
、
親

か
ら
合
わ
な
い
学
校
に
入
れ
さ
せ
ら
れ
、
日
本
風
に
言
え
ば
ニ
ー
ト
化
し
て
し
ま
っ
た
若
者
も
何
人
か
見
て
き
た
。
ア
ン
チ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
（
初

期
雇
用
法
）
デ
モ
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
歴
信
奉
主
義
と
そ
こ
か
ら
あ
ぶ
れ
る
様
々
な
若
者
た
ち
の
存
在
に
改
め
て

注
意
を
向
け
さ
せ
ら
れ
た
調
査
滞
在
で
あ
っ
た
。
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略
号
・
省
略
語
一
覧
表

bac 
B

accalauréat

（
バ
カ
ロ
レ
ア
、
大
学
入
学
資
格
）

B
E

P
 

B
revet d'É

tudes professionnelles

（
職
業
教
育
修
了
証
書
）　

B
T

S 
B

revet de T
echnicien supérieur

（
上
級
技
術
者
免
状
）

C
A

 
C

onseil d'A
dm

inistration

（
学
校
運
営
協
議
会
）

C
A

P
  

C
ertificat d'A

ptitude professionnelle

（
職
業
適
性
証
書
）

C
D

D
 

C
ontrat à durée déterm

inée

（
期
限
付
き
雇
用
契
約
）

C
D

I 
C

ontrat à durée indéterm
inée

（
終
身
［
無
期
限
］
雇
用
契
約
）

C
G

E
 

C
onférence des G

randes É
coles

（
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
協
議
会
）

C
N

É
 

C
om

ité national d'É
valuation

（
国
立
評
価
委
員
会
）

C
P
E

 
C

ontrat prem
ière em

bauche

（
初
期
雇
用
契
約
法
） 

C
P
U

 
C

onférence des P
résidents d'U

niversités

（
国
立
大
学
学
長
協
議
会
）

C
T

I 
C

om
m

ission des T
itres d'Ingénieurs

（
技
術
学
位
委
員
会
）

D
E

A
 

D
iplôm

e d'É
tudes approfondies

（
研
究
者
志
望
者
の
た
め
の
高
等
研
究
免
状
、
旧
博
士
課
程
一
年
目
に
相
当
）

D
E

SS 
D

iplôm
e d'É

tudes supérieures spécialisées

（
高
度
な
職
業
人
志
望
者
の
た
め
の
高
等
研
究
免
状
─
旧
課
程
─
）

D
E

U
G

 
D

iplôm
e d'É

tudes universitaires générales

（
大
学
一
般
教
育
免
状
、
旧
課
程
）

D
R

IC
 

D
irection des R

elations internationales et de la C
oopération

（
国
民
教
育
省
、
国
際
交
流
・
協
力
局
）

D
U

  
D

iplôm
e d'U

niversité

（
大
学
学
位
）

D
U

T
 

D
iplôm

e universitaire de T
echnologie

（
大
学
技
術
系
学
位
）

E
C

T
S 

E
uropean C

redits T
ransfer System

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
位
互
換
制
度
）

IA
E

 
Institut d'A

dm
inistration des E

ntreprises

（
企
業
管
理
行
政
職
養
成
学
院
）

IN
A

L
C

O
 

Institut national des L
angues et C

ivilisations orientales

（
イ
ナ
ル
コ
［
国
立
東
洋
言
語
・
文
明
学
院
］、
通
称
・
旧
称
ラ
ン
グ
ゾ
ーL

angues'O

［
東
洋
言
語
学
校É

cole des L
angues orientales

］）

IP
A

G
 

Institut de P
réparation à l'A

dm
inistration générale

（
下
級
・
中
級
公
務
員
養
成
学
院
）

IU
T

 
Institut universitaire de T

echnologie

（
技
術
短
期
大
学
部
）
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L
E

A
 

L
angues étrangères appliquées

（
応
用
外
国
語
）

L
icence pro 

L
icence professionnelle

（
職
業
学
位
）

L
M

D
 

L
icence-M

aster-D
octrat

（
学
士
・
修
士
・
博
士
の
三
サ
イ
ク
ル
か
ら
な
る
新
学
位
制
度
）

M
S 

M
astère spécialisé

（
専
門
職
系
修
士
号
）

M
Sc  

M
astère de science

（
科
学
系
修
士
号
）

M
ST

P
 

M
ission scientifique technique pédagogique

（
教
育
省
、
科
学
・
技
術
・
教
育
視
察
課
）

R
N

C
P
 

R
épertoire national des C

ertifications professionnelles

（
国
立
専
門
資
格
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

ST
S 

Section de T
echniciens supérieurs

（
上
級
技
術
者
養
成
科
）

U
F

R
 

U
nités de F

orm
ation et de R

echerche

（
学
部
）

注（
１
）
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
直
訳
は
「
大
学
校
」
で
あ
る
。「
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
」
と
い
う
呼
称
はG

randes É
coles

（
複
数
形
）
に
由
来
し
、
日
本
語
発
音
で
も
っ
と
も
フ
ラ

ン
ス
語
に
近
く
響
く
表
記
で
あ
る
。「
グ
ラ
ン
ド
ゼ
コ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
調
査
で
は
「
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
」
と
い
う
エ
デ
ュ
フ
ラ
ン
ス
の
表
記

を
採
用
し
た
。
各
学
校
は
厳
密
に
は
「
グ
ラ
ン
デ
コ
ー
ル
」G

rande E
cole

（
単
数
形
）
で
あ
る
。

（
２
）
フ
ラ
ン
ス
技
術
バ
カ
ロ
レ
ア
は
大
学
紛
争
後
の
一
九
六
八
年
に
、
職
業
バ
カ
ロ
レ
ア
は
一
九
八
五
年
に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
一
五
％
だ
っ
た
バ
カ
ロ
レ
ア

取
得
率
は
現
在
で
は
七
〇
％
に
達
し
て
い
る
（L

e M
on

d
e des 19-20 m

ars 2006

）。
ち
な
み
に
フ
ラ
ン
ス
の
義
務
教
育
は
六
〜
一
六
歳
で
、
飛
び
級
や
留
年
制
度
が

あ
る
の
で
学
年
で
は
な
く
年
齢
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
フ
ラ
ン
ス
の
出
生
率
は
一
、九
一
（
二
〇
〇
四
年
）、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
る
。
日
本
の
一
、二
九
（
同
年
）
に
比
べ
て
も
非
常
に
高
い
。

女
性
の
社
会
進
出
が
進
め
ば
出
生
率
は
下
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
は
、
手
厚
い
児
童
手
当
も
あ
り
、
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
４
）
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
主
導
の
Ｅ
Ｕ
の
事
業
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
二
部
を
参
照
。

（
５
）《bac+
*

》
と
は
高
等
教
育
の
学
位
レ
ベ
ル
を
示
す
。
高
校
教
育
終
了
時
に
バ
カ
ロ
レ
ア
と
い
う
国
家
学
位
を
取
得
し
た
後
、
各
学
位
が
何
年
間
の
就
学
期
間
を
必
要
と

す
る
か
を
表
し
て
い
る
。

（
６
）
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
位
《grade

》
を
独
自
に
認
証
・
授
与
す
る
権
利
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
独
自
の
修
士
号
と
し
て
は
、《grade

》
の
称
号
で
あ
る

《M
aster

》
で
は
な
く
、
同
音
異
綴
の
《M

astère

》
と
い
う
称
号
を
選
び
、
レ
ベ
ル
も
《M

aster

》 （bac+
5

）
と
は
ず
ら
し
、
た
と
え
ば
《M

astère spécialisé

》
で

はbac+
6

レ
ベ
ル
の
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
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（
７
）C

G
E

, G
ran

d
es É

coles et E
n

seign
em

en
t su

périeu
r : É

lém
en

ts d
e stratégie.  L

ivre blan
c, septem

bre 2004, p.44.
（
８
）
準
備
学
級
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る
リ
セ
は
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
三
百
校
以
上
あ
る
。
超
エ
リ
ー
ト
校
へ
の
合
格
率
に
よ
り
ラ
ン
ク
付
け
が
マ
ス

コ
ミ
誌
上
な
ど
で
発
表
さ
れ
る
。
入
学
受
け
入
れ
は
書
類
審
査
に
よ
る
。L

e M
on

d
e d

e l'E
d

u
cation

, n

゜320, octobre 2005, p.29-31.

グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
準
備
学
級

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
照
（w

w
w

.prepas.org

）。

（
９
）
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
大
学
は
学
士
（B

achelor

）
レ
ベ
ル
に
す
ぎ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
超
エ
リ
ー
ト
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
は

別
物
で
あ
る
。

（
10
）
例
え
ば
、
パ
リ
高
等
師
範
学
校
の
学
生
は
公
務
員
研
修
生
と
い
う
資
格
で
月
額
約
一
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
税
込
、
一
ユ
ー
ロ
は
約
一
四
〇
円
）
が
支
給
さ
れ
る
。

（
11
）
大
場
淳
「
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
学
位
と
認
証
制
度
（habilitation

）─
大
学
教
育
の
質
保
証
に
関
す
る
一
考
察
─
」、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
『
高
等
教

育
の
質
的
保
証
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
』、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
六
頁
。

（
12
）
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
お
け
る
〝
学
力
低
下
〟
問
題
と
そ
の
対
応
」、『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』、
第
三
部
、
第
五
二
号
、
二
〇
〇
三
年
、
三
七
三
頁
。

（
13
）
ち
な
み
に
日
本
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は
該
当
世
代
の
七
〇
％
、
大
学
・
短
大
進
学
率
は
該
当
世
代
の
ほ
ぼ
五
〇
％
で
あ
る
。
日
本
の
方
が
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ

高
等
教
育
の
大
衆
化
が
一
層
進
ん
で
い
る
（
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
学
位
と
認
証
制
度
」、
一
一
五
頁
）。

（
14
）
同
「
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
お
け
る
学
生
支
援
」、『
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
大
学
論
集
』、
第
三
四
集
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
四
五
頁
。

（
15
）
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
一
七
世
紀
初
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ー
ジ
ュ
に
優
秀
者
の
表
彰
と
い
う
形
で
科
挙
試
験
の
業
績
主
義
を
導
入
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
入
学
選
抜
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
を
嚆
矢
と
す
る
（
天
野
郁
夫
『
教
育
と
選
抜
の
社
会
史
』、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
［
初
版
、

一
九
八
二
年
］、
五
四
─
五
六
、六
九
─
七
〇
、 

七
六
頁
）。

（
16
）
同
、
八
一
─
八
三
、九
五
─
一
〇
二
頁
。

（
17
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
『「
教
育
」
の
誕
生
』（
中
内
敏
夫
、
森
田
伸
子
編
訳
）、
藤
原
書
店
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
九
頁
。

（
18
）
天
野
、
前
掲
書
、
八
七
─
八
八
頁
。

（
19
）L

e M
on

d
e d

e l' É
d

u
cation

, octobre 2005, p.33.

（
20
）L
e M

on
d

e du
31 m

ars 2006.

（
21
）L

e M
on

d
e des

24 et
28 m

ars 2006.

（
22
）
Ｃ
Ａ
Ｐ
や
Ｂ
Ｅ
Ｐ
は
職
業
高
校
（
三
年
の
課
程
か
ら
な
る
通
常
の
高
校
に
対
し
、
二
年
の
課
程
）
終
了
時
に
取
得
で
き
る
免
状
で
あ
る
。

（
23
）L

e M
on

d
e du

24 m
ars 2006. 

た
だ
し
、 L

e M
on

d
e d

e l' E
d

u
cation

の
最
新
号
（
二
〇
〇
六
年
四
月
号
、
二
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
実
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
技
術
職
人
系
で
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は
就
職
率
が
よ
い
。
事
務
系
な
ど
の
第
三
次
産
業
系
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
取
得
者
の
失
業
率
は
、
卒
業
翌
年
で
三
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
二
次
産
業
系
で
は
八
％
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
後
者
は
卒
業
五
年
後
に
は
七
〇
％
が
終
身
雇
用
契
約
を
手
に
し
て
い
る
。
何
年
か
経
験
を
積
め
ば
起
業
も
夢
で
は
な
い
。　

（
24
）G

ran
d

es É
coles et E

n
seign

em
en

t su
périeu

r, p.11.


